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＜連絡事項＞
・本日より清掃員として立花さんが東病棟に加わりました。

＜入室状況＞
【入院】
・関　秀治様～独歩にて東病棟B3号室へ任意入院となる。

・佐々木　明子様～独歩にて東病棟A16号室へ医療保護入院となる。

・高橋　亮様～独歩にて東病棟D19号室へ任意入院となる。

・淡路　弘一様～独歩にて東病棟B2号室へ任意入院となる。

【転出】
・杉本　榮様～東病棟C4→南病棟A116。

・柞木田　翔様～東病棟D19→西病棟A41。

・前田　ナナ子様～東合併症室→南B102。
【ユニット移動】
・和田　昌様～東B2→C4号室。

＜患者様連絡事項＞
・廣瀬　智幸様～常食・常菜→糖尿病食23単位（1840㎉）に変更。

・蛯名　ヒロ様～常食・常菜→粥・常菜に変更。

・中居　敬悦様～右臀部にゼプリオン（75）ｼﾘﾝｼﾞ 1 キット　筋肉注射施行。

・関　秀治様～右肩にゼプリオン（100）ｼﾘﾝｼﾞ 1 キット　筋肉注射施行。

・小笠原　久年様～不穏時リスパダール内用液 1㎎／1mL包 1 包  10回分処方。

・小林　辰夫様～クエチアピン錠12.5ｍｇ「アメル」 1 錠 朝食後、
[bookmark: _GoBack]クエチアピン錠25ｍｇ「明治」 1 錠 ねる前　4日分処方。
日中傾眠になるようであれば朝分のクエチアピン中止可の指示。また、モニター中止指示あり施行。

＜村上Dr.診察＞
・佐々木　　保夫様～臨時薬同内容で7日分処方、南転出許可あり。

・伊藤　のり子様～臨時薬同内容で7日分処方、南転出許可あり。

・豊川　洋子様～臨時薬同内容で7日分処方、（12/4　10時又は14時）の日時で面談設
定するよう指示あり。

＜隔離・身体拘束患者様状態報告＞
・宮崎　宏之様～終日隔離中。午前・午後1時間の開放観察実施。開錠後から落ち着きの無さ著明。他室侵入する事から早めに開放観察終了としている。自室では不穏行動なし。引き続き、身体・精神症状の観察および看護介入により早期の処制限の改善を目指していく。	

・澤口　利香様～終日隔離中。眠気残存しており日中臥床傾向。各食不食。内服は選り好みあるが内服出来ている。感情爆発なく対応時は穏やか。過度な要求や操作的な言動もない。引き続き、身体・精神症状の観察および看護介入により早期の処遇制限の改善を目指していく。

・小林　辰夫様～身体拘束中。バイタルサイン著変無し。食事はメイバランスミニのみ摂取し終了。拒薬、介入への拒否や抵抗はない。余暇はほぼ傾眠傾向でスタッフ声にも閉眼している。点滴トラブルなし。本日HRモニター中止の指示あり施行。引き続き、身体・精神症状の観察および看護介入により早期の処遇制限の改善を目指していく。

＜新入院患者様情報①＞
日　　時：令和5年12月1日　11：07
　氏　　名：関　秀治（せき　しゅうじ）様
　生年月日：昭和53年3月1日(42歳)
　病　　名：統合失調症
　性　　別：男性
　主 治 医：馬渡Dr.
　入院形態：任意入院
　病　　棟：東Bユニット3号室
　
　＜経過＞
　　当院外来通院中。青陽館を週3回利用し、内服・LAI
　にて病状安定していたが、R5年10月頃より、奇抜な服
　装で外出したり、通りすがりの小学生に話しかけたりす
　る様子が見られていた。R5年11月末より、世話人へ奇
　異言動や口調が強くなるような様子あり。GH内の共有
　スペースをきれいに使用できない、夜1時に起きてテレ
　ビを見る等あり他同居者よりクレームが出ている。本人
　の所持金や預貯金が0円となっており、GHの費用が支払
　い出来ず、両親が変わりに支払をしている。入居者より
　「5万円貸してほしい」と言われていたなどの相談も聞
　かれており、退去についても検討が必要な状態。
　　R5.12.1薬剤調整・環境調整目的にて、東病棟へ任
　意入院となる。

＜新入院患者様情報②＞
日　　時：令和5年12月1日　11：40
　氏　　名：佐々木　明子（ささき　あきこ）様
　生年月日：昭和23年10月4日(75歳)
　病　　名：アルツハイマー型認知症
　性　　別：女性
　主 治 医：馬渡Dr.
　入院形態：医療保護入院
　病　　棟：東Aユニット16号室
　
　＜経過＞
　現在有料老人ホーム「ひなたの家」入所中。H27頃(62歳頃)
より財布や印鑑を頻繁に探す等の物忘れ症状がみられ、同年7月
東八戸病院を受診。若年性アルツハイマー型認知症の診断があり
通院を開始。当時は症状安定しており、長女が知り合いであるお
っとも脳神経クリニックに本人の状態を伝えたところ、同院でも
診療できると話を受け、近医でもあったことからR2.11月より同院
へ転医した。
R3年、利用していたデイサービスの系列の有料老人ホーム「ひなた
の家」へ入所。R4.11月に子宮癌の手術を受け八戸赤十字病院へ3週
間入院。以後、排便コントロールのため訪問看護ステーション「ケ
アポート」を週1回利用しながら入所を続けていた。同時期より促し
がないと食事を摂取しない、子どもの名前が言えない等認知症の症
状が進行した様子であった。R5年3月おっとも脳神経クリニックでの
HDS-R3点。R5.9頃より不眠や深夜の徘徊、易怒、ゴミ箱に放尿する、
靴や靴下を脱ぎテーブル上に置く、弄便、オムツ弄りや拒薬等がみら
れ始めた。R5.11初旬に同クリニックより抑肝散が処方されたが薬効
なく、リスペリドンに処方変更してから若干の易怒性軽減はみられて
いるものの、不眠や徘徊は継続。日中活動するようにしているが、
眠れない時は頑として眠らない。家族に対しても、「しつこい！」と
大声を出したり、病院受診の際も施設に帰らない！
とすごい力を出して拒否するなど以前にはなかったような行動がある。
有料老人ホームでの対応困難となってきており、ケアマネが各GHをあた
っているが、精神科を受診し睡眠状況が安定し感情の起伏等の精神症状
が安定したら申込するよう言われ、当院での薬剤調整を希望。
本日11:40東病棟Cユニットに医療保護入院となる。
＜新入院患者様情報③＞
日　　時：令和5年12月1日　13：13
　氏　　名：高橋　亮（たかはし　りょう）様
　生年月日：昭和61年123月3日(36歳)
　病　　名：アルコール依存症
　性　　別：男性
　主 治 医：田名部Dr.
　入院形態：任意入院
　病　　棟：東Dユニット19号室
　
　＜経過＞
　高校卒業後、スーパー、コンビニ、建設現場、造船所と
職を転々とし、R3年より六ヶ所原燃にて溶接工として従事
している。職場の規則が厳しいことや、業務上でのプレッ
シャーから不眠が出現。
R4.6.1みちのく記念病院を初診し薬物療法が開始となって
いる。R5年になった頃、仕事の負担や家族関係の不和から
くるストレスにより飲酒量が増加、同年1月30日からシアナ
マイドが処方され、以降は断酒することができていた。
同院では診察とは別に看護師とカウンセリングのように時間
を決めて1対1で話す時間も設けられていたが、その中で同院
看護師より「コップ2杯程度であれば飲酒しても大丈夫」と
言われたことで飲酒を再開。
次第に飲酒量が増加し、いちばん多い時でストロング缶500ml
を10本以上飲んでいる。
その他、妻様に隠れて飲酒している可能性もあるため正確な
飲酒量は不明。仕事には遅刻や欠勤等はほぼなく出勤してい
るが、11/13（月）は体調不良なのか、「仕事ができる状態で
はない」と早退してきている。かかりつけ医よりアルコール
依存症の専門治療を行える病院への受診を検討するようにとの
ことで、相談あり。本人としても治療の必要性を感じていると
のことでアルコール依存症プログラム導入目的にて13:13東病棟
Dユニットへ任意入院となる。

＜新入院患者様情報④＞
日　　時：令和5年12月1日　13：18
　氏　　名：淡路　弘一様
　生年月日：平成1年5月13日(34歳)
　病　　名：双極性感情障害
　性　　別：男性
　主 治 医：柞木田Dr　
　入院形態：任意入院
　病　　棟：東Bユニット
＜経過＞
　地元の小・中・高校を卒業後は調理関係の専門学校
に進学。専門学校卒業後（H21年3月）は仙台のレスト
ランにて調理師見習いとして従事していた。同年4月頃
より記憶力の低下や意欲低下を自覚。しかし、病院受診
をする時間がなく同年6月には退職し、翌月に帰郷して
いる。
H21.7.14ささクリニック初診、以後4回程通院するも
通院自己中断している。その後、H22年には仙台、R元年
には関東での就職が決まり転職や転居を繰り返していた。
R元年6月頃より仕事中に涙が止まらなくなることや不眠
の症状が出現したため同年8月には退職。その後も食品関
係の会社を転々とし、R3年2月に帰郷、同月20日よりささ
クリニックへの通院と薬物療法を再開している。
R5.10.26本人よりささクリニックに連絡あり「頭がおかし
くなりそう、外に出ると誰かに危害を加えそう」「近隣住
民から辛くなることを言われる」との訴えあり。
本人・家族より入院加療の希望聞かれたため当院へ紹介と
なる。本日、R5.12.1薬剤調整・環境調整目的にて、
13:18東病棟Bユニット任意入院となる。
